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おもにソ連の文献を英訳している定期刊行物は(その5)で

述べたもの以外になお数種入庫しています.今回はそれら

にっいてお話しましょう.

資料室

1)｢玉)ok1adyofthea6包de】myofscie皿｡eU.S.S.

R.一earthSCienCeSeCtiOnS｣について

これは近ごろ学会などでしばしば引き合いに出さ

れあるいは論文に引用されるようになってきた雑誌で

すが当書庫でも借出の多い雑誌の一つです(発行:

Americangeo1ogicalinstitute)(第1図).でもも

っとも多く引用しているのはアメリカ･フランスの地

質研究者でまだ日本での利用度は低いといえます.

もとの報告一凪0K孤a脳脳aAeM㎜HayKCCCP(ソ連

科学アカデミｰ学術報告第1図)一は年6巻36冊の発

行ですでに198巻まで出版され数学その他20の理学

分野の論文が掲載されている26cm×16.5cm!冊!50p｡

前後のものです.1つの論文が2～5p･程度に短かくま

とめたものばかりという点はこの雑誌の大き在特徴で

ソ連国内ではもっとも権威のある論文発表誌の一つです.

なおこれとは別にソ連を構成する15の共和国がそれ

ぞれ科学アカデミｰを組織していてその各科学アカデ

ミｰが独自に科学アカデミｰ学術報告を出版しています

カミこれらの英訳詩はありません.

さて英訳誌の方は年6冊で地球物理学･地質学･鉱

物学･火成岩石学･堆積岩石学･岩石記載学･鉱床学･

地球化学･古生物学･水理地質学･海洋学･構造地質学

関係の論文に限って完訳･集録してある25.5cm×18cm

1冊200～250p.程度の雑誌です(第1図).36冊にわ

たって分散している論文を分野別に6冊にまとめてある

わけですからもとの雑誌よりも利用しやすくなってい

ます.ここで近著の｢Dok1ady｣(皿0K皿a那Iの1970年

第!90巻関係)のぺ一ジを開いてみます･もとの雑誌

と比べてみれば関係論文が洩れなく英訳･集録され

原著論文の表現の回りくどさひいてはロシア語の回り

くどさをそのまま再現しないで直裁に意訳するよう努

力したことがよくわかり原文よりも理解しやすくなっ

ていることが非常にこの英訳誌の価値を高めていると思

われます.おそらくこれはロシア語にすぐれた地学

関係の専門家の手を経ているためでありまし

よう.

内容的にいえば｢八O醐a凧｣は欠きた総

括研究を行なう場合に必要な個々のデｰタを

明らかにするという役割を負っているものと

見受けられます.

2)｢Geotecto皿ics｣について

このもとの雑誌:まソ連科学アカデミｰ発行

の｢Fe0TeKT0㎜Ka｣(年6冊26cm×16.5cm

1冊100～140p.第2図)でその取り扱い内

容は構造地質学に関係ある原著論文･短報･

書評･学会記事に分かれています･

英訳詩｢Geotectonics｣の方は版が大きく

(第2図)28cmx21.5c皿50～70p.で学会

第1図�



一61一

記事までも含めた全文完訳という特徴をもっています

(発行:Americangeophysica1union).衆知のよう

に地質学の世界に流れている四つのおもた学派すな

わちドイツ学派フランス学派アメリカ学派そして

ソ連学派の中でのソ連地質学の特徴は｢広域の地質発展

吏の中で個々の地質現象を位置づけ全体を総括する｣

という点にあるわけですから当然構造地質学やその

関連分野の学問だとえば地球物理学はとくに重視され

てきたし今もますますカが注がれているわけです.

そのことを第2次世界大戦期間の米ソ学者交流以来熟知

してきたアメリカの関係者がその知識の吸収に注意を

払っているのは当り前がもしれません･それはこの

英訳誌の内容の取り扱いかたからも十分にうかがえます.

さて最近着の｢GeotectOnics｣とその原雑誌｢Fe0-

TeKT0H服a｣1970年5号を開いて読み比べてみましょ

う.まず注意して欲しいのは挿図でそれぞれの原

図の多くが2/｡～1/･に縮少され幾らか読図しがたく放

っていますので必要な方は一歩もとの雑誌に当ってみ

られるようおすすめします.図上の露文もすべて英訳

されているので原図を手にしても読むための不便は全

くありません.

英訳上の若干の問題点を申し上げますとまず地名と

人名が正確を欠いていることが多いようです.何せ

日本の上国鉱山がJeko蛤にたったりドイツのエルツ

山脈がエルツ(Erz)の露訳PyAaの形容詞Py朋戚の

英文アルファベット化であるRudnyで現わされたりし

ていますので巻頭論文｢TectonicsoftheKhubsugu1

trough,Mongo1ia｣の玉hubsugu1も正しくはHobsogo1

でなくてはなりません.ついでにいいますとウトカ

ン銅鉱床のyAOKaHの形容詞y凪OKaHCK淋をそのまま

英文でUdokanskiiとしたりニキトフカ水銀鉱床の

第3図

H服HT0弧aの形容詞H脳HT0BcK嚇もNi長itovskiiと訳

したりする場面が少なくありません.この流義でいけ

ば千葉県はチビンスキｰ県になってしまいますし秋

田県はアキチンスキｰ県になるわけです.人名や機関

名も少し注意して実名を別途に確かめて訳して欲しい

点もあります.これは別の雑誌での例ですが東大の

立見教授カミprOf.T.Tatsume東北大学がSendaiUni一

∀erSityとされていたこともあります.

閑話休題.しかし訳文は全体として見事なもので

す.日本語訳よりもやりやすいという利点かよく活用

されProbab1eやPossib1eなどうまく使いわけられて

います.

以上の2誌はその目次全部を｢おん･ろ一ん｣に採

録して支所と各出張所本所の各部図書委員に配って

ありますからご利用願います.

なお以上のほかにAmericaninstitute

ofphysics発行の｢SovietPhysics-Cry一

･t･11･ξ…h･･Am･･i･･･…ph･･i･･1･･L.

on発行の｢Bu11etinofAcademyof

����������潭��敲楣慮�

oceanicphysics｣と｢Bu11etinofAcademy

潦�����������楣�晴����

earth｣の3種の英訳定期雑誌カミ入っていま

す(第3図).いずれもソ連科学アカデミ

ｰ発行の学術雑誌である｢KpHcTa㎜orp阯

ΦH兄｣｢H3BecTH兄一AT0M0cΦepHHecKa兄H

OKeaHC皿aHΦ鵬服a｣｢H3BeCT珊兄一Φ肥脳a

3eM皿H｣の完訳誌です.これらについて

はチャンスがあればおしらせすること

にして一応ペンをおきます.
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